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X16a JWSTとすばるの狭帯域フィルターによる z ∼ 6.2のPopIII銀河の探索
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Population III (PopIII) 星は金属を含まない原始ガスから生まれる初代星であり、その検出と性質の解明は、初
期銀河形成メカニズムやその後の化学進化、宇宙再電離を理解する上で極めて重要で、現在の天文学における最大
の目標の一つである。しかし、JWST をはじめとする様々な観測をもってしても、未だにその決定的な証拠は見
つかっていない。JWSTによる探索は広帯域フィルターで連続光を検出してから追観測という手法が主流だが、
いくつかの理論モデルでは PopIIIの連続光は JWSTの検出限界を超えて暗いことが予想されている。そこで本
研究では、PopIIIが持つ非常に強いLyα輝線, Hα輝線に着目し、輝線検出からPopIIIの探索を行った。まず、す
ばるHSC の狭帯域フィルターNB872(中心波長 0.872µm) と JWST NIRCam の広帯域フィルターF115W、およ
び JWST NIRCam の狭帯域フィルターの F470N(中心波長 4.708µm) と広帯域フィルター F444Wの色を同時に
調べることで、z ∼ 6.2 の Lyα輝線とHα 輝線の色超過 をそれぞれ捉える。どちらも色超過 (ともにEW0> 25Å)
したものを、さらに目視での確認を経て、DLE(Dual Line Emitter) として選択した。数万個の狭帯域フィルター
検出天体の中から、本手法で効果的に選ばれた 9個のDLEに対して、PopIIIモデルを含んだ SEDフィッティン
グを行い、得られた物理量から PopIII候補を選定した。本講演ではこの候補天体の性質について議論する。


